
これからの主な行事予定
２３日(金) 天皇誕生日
３１日(土) 大晦日

＜ １月 ＞
１日(日) 元日
３日(火) 新成人を祝うつどい
６日(金) 出初め式
９日(月) 成人の日

１０日(火) 命を大切にする心を育む日 始業式 学活
１１日(水) 書き初め会
１３日(金) 教育･健康相談 代表委員会 司書補勤務

ＰＴＡ役員会
１６日(月) Ｂ校時(5･6 年 6 校時) 家庭学習強調週間

(～ 22 日) 教育懇談週間(～ 20 日) 空き缶
回収

１７日(火) 食育の日 児童集会 基礎・基本定着度調査
クラブ活動⑬ 空き缶袋詰め

１８日(水) Ｃ校時 ＡＬＴ来校 基礎・基本定着度調査
縄跳び大会 学級ＰＴＡ

２０日(金) 中学校入学説明会 司書補勤務
２３日(月) Ｂ校時
２５日(水) ＧＴ来校 全校集会 クラブ活動⑭
２７日(金) 司書補勤務
３０日(月) Ｂ校時(5･6 年 6 校時)
３１日(火) 全校集会 クラブ活動⑮

※ ご家庭にあるベルマークを１２月２２日迄に学校
へ持ってきてください。最後の集計を行います。

花と読書と笑顔の学校

下甑卓球大会秋季５連覇！
１２月４日(日)下甑卓球大会が手打小

で行われ，本校の子どもたちはこれまで
の練習の成果を十分に発揮して団体戦で
見事秋季大会５連覇を達成しました。
小学生の部 団体戦優勝 青瀬イタ吉Ａチーム

(松木直輝，橋野愛梨，有村澪)
上学年の部優勝 春田礼央 下学年の部準優勝 髙山花音

避難訓練(火災)！
１１月２５日(金)の火災避難訓練で

は，水消火器による消火訓練も行いま
した。「自分の命は自分で守る」ことを
改めて学習しました。

授業参観･学校保健委員会・学級ＰＴＡ
１２月８日(木)に授業参観，学校保健委員会，学級ＰＴＡが

行われました。授業参観では，１年「国語」，３年「道徳」，
５・６年「国語」，あおぞら「国語」の授業を行いました。２
学期も終末を迎え，子どもたちも読んだり書いたり考えたり
発表したりと，各教科において言語活動に取り組んでおり，
一段の飛躍を遂げようとしています。学校保健委員会では，｢健
康に過ごすための食事作り」について栄養教
諭の永田みゆき先生に講話をしていただきま
した。「まごはやさしい」を実践すると，栄
養のバランスがとれた食事になります。是非，
ご家庭でも実践してみてください。「まごは
やさしい」分かりますか？

好記録続出の持久走大会！
１２月１日(木)に持久走大会が行われました。１年生は８００

ｍ，３年生は１０００ｍ，５・６年生は２０００ｍに挑戦しまし
たが，子どもたちは皆これまで積み重ねてきた練習の成果を精一
杯発揮して，ほとんどの子どもが試走よりも速く走りました。

各学年の第１位の結果は次の通りです。
１年 髙山 晴 ３分３３秒(男子新記録)

有村 萌 ３分３４秒(女子新記録)
３年 髙山 花音 ４分３０秒

西 陽歩 ４分３０秒
５年 坂口海夏大 ９分１８秒
６年 松木 直輝 ８分３０秒

平成２３年度 薩摩川内市立青瀬小学校 学校便り

人権週間
１１月２８日から１２月２日まで校内人権週間を

実施しました。そして，人権に関する標語を書いた
り，ビデオを視聴したり，「知ってるよ！きみのこ
と」カードを作成したりして，人権意識を高める取
組をしました。一人一人がかけがえのない生命，人
格をもっていることを改めて考えたいものです。

頑張りました!(敬称略)
○ 薩摩金山藏書道展(硬筆の部)佳作 髙山 晴

有村 萌
○ 全国書画展覧会 特選 有村 澪

銀賞 有村 慈
銀賞 有村 萌

○ トンボロ芸術村ＮＨＫ鹿児島放送局賞
「また まってるよ」(絵手紙) 有村 萌

１２ 月 の 目 標
（生活） 掃除を精いっぱいがんばろう！
（保健） 生活のリズムを整えよう！
（給食） かぜに負けない食事をしよう！

餅つき大会!
１２月１１日(日)，高齢者クラブの方々の協力を得

て 恒例の餅つき大会が行われました。２０㎏の餅
米を１時間程でつき上げましたが，高齢者から乳幼
児までが集って歓声が上がるとても楽しい時間を過
ごすことができました。

１年を振り返って

平成２３年も残すところ１０日となりました。この１年を

振り返ってみると，東日本大震災やそれに伴う原発事故，さ

らに台風被害など想像を超える大きな災害の甚大さに言葉を

失ったことが一番に頭をよぎります。

辛い年ではありましたが，青瀬小学校では閉校まで１年と

いうことで子どもたちも職員も実り多き年にしようと頑張っ

てきました。みんなで盛り上げた運動会や子どもたちの力を

見せつけた水泳大会・音楽発表会・卓球大会。子どもたちの

活躍する姿に成長を感じます。そして，そ

れが一番の喜びです。閉校まで残り３ヶ月。

子どもたちの前向きに頑張る姿をこれから

も見守ってください。

最も短い鉛筆も，最も長い記憶になる

『最も短い鉛筆も，最も長い記憶になる』…中国の言葉 私

たちは，学ぶときにいろいろな筆記用具を使っています。記

すことによって，いつまでも保存しておくことができます。

聞いただけでは，やがて忘れてしまうことが多いからです。

しかも，正確に覚えていることもできません。この中国の言

葉は，そのことを言い得ていると思います。

『最も短い鉛筆』とは，ちょっとしたことでも書き留めてお

くということです。そして『最も長い記憶』とは，書かない

で覚えている時間のことです。したがって，記憶することは

そんなに長くできることではないから，必ず書き留めておく

ことの大切さを教えているのです。

子どもたちの長所を記すのが通知表です。各担任が心を込

めて一人一人の成長を記録しました。本日持

ち帰ってくる通知表を前にして，子どもたち

とじっくり２学期頑張ったことを話し合って

ください。そして，子ども自身や親が「こん

なことも頑張った」ことを通知表の片隅に記

録されたらどうでしょう。そうすれば，素晴

らしい子どもの成長記録になると思います。


